
PH-618ペン型自動校正IP65防水pHメーター

SPECIFICATONS

1。範囲： pHは0.00から14.00、温度0℃〜50℃（32°F〜122°F）
2。解像度： pHが0.01PH、温度0.1℃（0.2°F）
3。精度： ±0.03pH、温度0.5℃（±1°F）±
4。バッテリー：4×1.5Vの（AG-13）
5。温度補償：0°C〜50°C
6。動作温度：0°C〜50°C
7校正方法：2点自動校正（測定器の電極の長は変更可能です）
8。自動シャットダウン：測定器の電源が入っているとき、それは4分以内に自動的にシャットダウンします。
9。防水等級：IP65
10。外形寸法：188ミリメートル×35ミリメートル×35ミリメートル
11。重量：80グラム

操作

1。保護キャップを取り外し
2電極を蒸留水できれいにし、ろ紙で電極に付着した水を枯渇;
3を押して「」の電源を切り替えることができます。;
4に浸漬測定電極と、試験溶液にインストゥルメントを挿入します。
数字が安定するまで5。軽くステアし、表示を読み取ります。下部に表示される値は、摂氏と華氏を切り替えるには、溶液の温度、タッチ ""ボタンです。計器を校正する5秒間長押し ""。スイッ
チをオフにして、保護ケースを装着して、使用した後、電極を清掃してください。

PHキャリブレーション

1別々のクリーンビーカーに（25℃）標準緩衝液pH6.86、pH4.00とpH9.18の適切な量を注ぐ。

2。正確なキャリブレーションのために、2ビーカーに1緩衝液を埋める。 Oneは、電極を洗浄するために使用され、他方は、較正のために使用される。そうすることにより、汚染レベルが、少
なくともまで低減することができる。

電源をオンにする3。を押して「」キーを押します。

4。標準緩衝液pH6.86中にメーターを浸した値が安定するまで、ゆっくりかき混ぜ、自動補正モードに入ろうとして5秒間（メーターは自動的にのpH4の標準緩衝液を長押し ""キーを識別
することができます.00とpH6.86）。表示値が、その温度における標準緩衝液と同じになる一方で、キャリブレーションを終了する。

5。電極を清掃してください。標準緩衝液pH4.00中にメーターを浸し、表示値が安定している、長押し自動較正モードに入るために5分間 ""キー。表示値が、その温度における標準緩衝液と
同じになると、キャリブレーションを終了する。

6。電極のクリーニング。 pH9.18の標準緩衝液に電極を浸し、ゆっくりと表示値が安定するまで攪拌する。表示値の誤差が許容範囲内にある場合は、キャリブレーションを終了する。そうでな
い場合、図4、図5を繰り返す。

水質計

 

注意水質計

楽器のpH範囲は、いつでも再校正する必要があります。

電極は、最後のキャリブレーションからの長時間（敷設）に使用されている。

電極は、特に課税条件で使用されてきた。



最大限の精度が要求される。

バッテリーINSTALL

画面が暗くまたはファジーを取得、または誤差が大きい場合は、バッテリーを交換する必要があります。ただ、電池ケースを引き出して、それを交換してください。方向性に注意を払う。

保証

これらの商品は、購入日から1年間、素材および製造上のすべての欠陥から保証されます。ダメージが使用者による過失または誤動作が原因ではないです、この期間中に、修理や部品交換が必要な場
合は、販売店または弊社事業所のいずれかに部品を戻し、修理を無料で行うことになるしてください。
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